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1. 近年実生活における和服着用年齢が高齢層に移行

し てきているが短期大学被服科卒業生がどの程度技術を

身 につけていることが要求されるか，または理想的であ

るかは問題とされるところである。そこで各短期大学被

服科の 和裁に 費される時間を 調査して考察の一端とし
た。

2.　調査用紙を作製して短期大学に依頼し回収したも

のを資料として検討した。

3. 本 調査の依頼校183 校，回収45校，回収率25％で

調査資料としては理想的な資料ではないがえられたもの

について検討し たので報告ナる。

１回生で和裁を修得させず２回生についてのみ履修せ

し めるもの３校，逆に１回生のみに修得せし め２回生で

は除いたもの５校あ り 他は1 ・2 回生の全学年を通じて

修得せし めている。これら１年間の修得校を除き通年２

ヵ年間における和裁の時間数としては最高242 時間55分

で あり，最低90時 間であった。そのうち和裁縫製のため

の説明に要した時間数と実実習時間数との関係はその内

容上から正確に区別しにくく回答は希望通りにえられな

かったものもあったが通年２ヵ年間における説明時間は

最高105 時間で51.2 ％を費して実習しないものについて

も説明だけはしている。最低はＵ時間15分で10.9% を説

明 に費していた。


